
山
門
を
潜
り
、
本
堂
に
向
か
い
参
道
を
進
む
と
、
左
側
に
建
つ
の
が
、

妻
入
り
の
入
ロ
を
参
道
へ
向
け
る
薬
師
如
来
堂
で
あ
る
。
木
造
平
家
建

て
入
母
屋
造
り
瓦
葺
き
と
し
、
妻
側
瓦
屋
根
を
向
拝
へ
葺
き
下
し
て
い

る
。
当
院
で
保
存
す
る
古
写
真
を
見
る
と
、
昭
和
２
５
～
２
６
年
ま
で

は
草
葺
き
の
寄
棟
の
屋
根
を
掛
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
内
部
を
見

る
と
、
正
面
奥
の
奥
行
２
尺
６
寸
８
分
が
柱
と
虹
梁
で
境
と
し
た
内
陣

に
な
り
、
そ
こ
に
木
造
の
薬
師
如
来
像
を
納
め
た
厨
子
を
安
置
す
る
。 

長
寿
院 

薬
師
如
来
堂
の
建
築
解
説 

（
所
在
地 

群
馬
県
み
ど
り
市
笠
懸
町
阿
佐
美
２
１
３
０
） 

薬師如来堂 復元平面図 

 
薬師如来堂 古写真 

 
薬師如来堂 外観 

「
薬
師
さ
ま
」
の
呼
称
で
厄
除
け
の
神
と
し
て
信
仰
を
集
め
る
薬
師

如
来
堂
の
正
式
な
名
称
は
「
竹
沢
薬
師
瑠
璃
光
如
来
堂
」
と
い
う
。
十

二
日
が
縁
日
と
な
り
、
と
り
わ
け
正
月
の
十
二
日
は
賑
わ
い
を
見
せ
る
。

現
在
地
に
移
さ
れ
る
以
前
は
、
地
区

内
の
阿
佐
美
村
竹
沢
、
萩
原
克
己
家

の
傍
の
畑
に
あ
っ
た
。
縁
日
に
は
多

数
の
参
詣
者
を
集
め
、
屋
台
店
が
出

る
ほ
ど
賑
わ
っ
た
と
い
う
。
長
寿
院

境
内
へ
移
さ
れ
た
の
が
、
江
戸
時
代

末
期
頃
と
い
う
。
御
堂
を
建
立
し
、

薬
師
尊
を
移
し
た
こ
と
を
祝
う
和
讃

が
伝
わ
り
、
そ
れ
が
弘
化
四
年
（
１

８
４
７
年
）
末
八
月
に
詠
ま
れ
た
竹
澤
薬
師
和
讃
で
あ
る
。 

以
上
の
こ
と
よ
り
、
そ
の
後
の
屋
根
、
外
壁
、
室
内
の
改
修
は
見
ら

れ
る
も
の
の
、
向
拝
や
入
口
の
虹
梁
に
線
刻
す
る
渦
巻
き
や
若
葉
模
様

の
建
築
的
特
徴
、
古
写
真
に

写
る
外
観
と
竹
澤
薬
師
和

讃
か
ら
判
断
し
て
薬
師
如

来
堂
の
建
造
さ
れ
た
の
は

江
戸
時
代
末
期
と
考
え
れ

ば
妥
当
で
あ
る
。 

(

群
文
研
幹
事
・
金
井
淑
幸
） 
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